
介護職のみなさまに知ってほしい

結核について

結核とは空気中にただよう結核菌を吸い込むことで感染し、
それによって起こる病気です。

結核は過去の病気ではありません

毎日28人の新しい患者
が発生し、５人が命を
落としている日本の重
大な感染症です。

大阪市の結核り患率は年々減少し
ていますが、全国平均の約２倍、
都道府県・政令指定都市で
ワースト1です。

※結核り患率：新たに結核患者とし
て登録された人の割合（人口10万対）

結核は高齢者に多い

大阪市の結核患者の
２人に１人が70歳以上

昭和初期は結核が流行してい
たため、過去に結核に感染し
ていた高齢者が多くいます。

結核菌を肺の中に抱えたまま
若いうちは無症状で経過し、
長い潜伏期間を経て、高齢と
なった際に発病することが多
いです。
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④感染するとどうなる なる

どうやって感染するの？

感染経路は「空気感染」です。

結核菌は患者のせきやくしゃみでばらまか
れるしぶきに含まれて広がります。
そのしぶきの水分が蒸発して、結核菌が裸
の状態になると、長時間空気中をただよい、
その結核菌を吸い込むことによって感染し
ます。

結核になりやすい人は？

免疫力の下がる病気にかかっている人、高
齢者や乳幼児は発病しやすいです。

感染しただけで、周りの人にうつすことはありません

感染

肺の奥まで吸い込まれた結核
菌が肺胞に定着した状態。

症状はなく、人にはうつ
しません。

発病
身体の免疫力・抵抗力の低下
により結核菌が活動している
状態。初期には症状がないこ
ともあります。

人に結核をうつす可能性が
あるのは、発病した人です。

結核の症状

特に高齢者は「咳」や「痰」などの呼吸器症状が現れにくい場合があります。
下記の症状にも注意して下さい。

食欲がない
なんとなく
元気がない

体重が減る 微熱が続く

風邪のような症状がずっと続きます。

例えば、咳や痰、発熱、胸痛、呼吸困難などの症状があります。

HIV感染

糖尿病

慢性腎不全
透析

ステロイド剤や
抗がん剤の使用

＜免疫力の下がる病気や要因＞



介護の現場で働くみなさまが

気になる疑問をQ&Aでまとめています

Q1
施設利用者の方が結核疑いになったらど
う対応すればよいですか？

A1

結核になった方が使用した部屋や寝具、
衣類などは消毒が必要ですか？

結核になったらどんな治療を受けますか？

結核の疑いがある方には不織布マスクをしてもら
い、他の利用者との接触をへらすために、個室等
に移っていただきます。

介護や体調確認で職員が個室に入る時はN95マスクを
着用しましょう。顔の表面とマスクの間に隙間ができ
ないよう正しく装着することが大切です。

消毒の必要はありません。

床に落ちた菌や衣類カーテン、食器などについた菌からは感染すること
はありません。
部屋の窓を開けて換気を行い、通常の掃除や洗濯、食器洗いで十分です。
患者さんのものを捨てたり処分する必要はありません。患者さんを傷つ
けないように対応しましょう。

複数の薬を６～９か月間内服します。

薬を飲み始めると一時的に症状が改善し、やめてしまう人がいますが、
薬の効かない結核菌になる危険性があります。
結核を治すためには、定められた期間、薬を飲み続けることが
大切です。
治療が終わるまで、医療機関と保健福祉センターが連携して
服薬を支援します。

Q2

A2

Q3

A3

N95
マスク



保健福祉
センター

電話番号
保健福祉
センター

電話番号
保健福祉
センター

電話番号

北区 ６３１３－９８８２ 天王寺区 ６７７４－９８８２ 城東区 ６９３０－９８８２

都島区 ６８８２－９８８２ 浪速区 ６６４７－９８８２ 鶴見区 ６９１５－９８８２

福島区 ６４６４－９８８２ 西淀川区 ６４７８－９８８２ 阿倍野区 ６６２２－９８８２

此花区 ６４６６－９８８２ 淀川区 ６３０８－９８８２ 住之江区 ６６８２－９８８２

中央区 ６２６７－９８８２ 東淀川区 ４８０９－９８８２ 住吉区 ６６９４－９８８２

西区 ６５３２－９８８２ 東成区 ６９７７－９８８２ 東住吉区 ４３９９－９８８２

港区 ６５７６－９８８２ 生野区 ６７１５－９８８２ 平野区 ４３０２－９８８２

大正区 ４３９４－９８８２ 旭区 ６９５７－９８８２ 西成区 ６６５９－９９６９

利用者の早期発見・早期治療のために

介護職のみなさまの健康を守るために

１年に1回は胸部エックス線検査を受けましょう。

胸部エックス線検査で再検査が必要となった場合は、自覚症状がなくても
必ず精密検査を受けましょう。

保健福祉センターでは、学校や職場で健診機会のない15 歳以上の市民に、
胸部エックス線撮影による結核健診を無料で行っています。
65 歳以上の方は、年１回の結核健診を受けることが義務付けられています。

大阪市結核健診のご案内 ＜予約不要・無料＞

2 年１回、胸部エックス線検査を受けましょう

1 疑わしければすぐ受診をしましょう

利用者の日々の健康状態を把握し体調の変化に早く気付くことが大切です。

呼吸器症状だけでなく、「食欲がない」「体重が減る」「発熱」などの状態が続く場合は
主治医に伝えましょう。
特に、認知症などの精神疾患の方は、自覚症状の訴えがない場合があり、結核の発見の遅
れとなりやすいため、丁寧な健康観察を行いましょう。

結核に関する心配や不安がある場合は、一人で悩まず、職場の
健康管理担当者や保健所・保健福祉センターに相談しましょう。

お問い合わせ先

大阪市保健所 感染症対策課（結核グループ）電話 06-6647-0946

健診日程は
こちら

令和６年４月時点


